








はじめに 

1980 年代を迎え,世界各国で 21 世紀への展望が話題となりつつあるが,そのすべてが必ず

しも明るいものばかりではなさそうである。ふりかえってみると,この 20 世紀を象徴する

最も目覚ましい出来事は石油エネルギーに支えられた科学技術の長足の進歩であり,それ

は一部先進諸国に史上空前の繁栄をもたらしている。しかし,この事実は所謂発展途上国の

民族意識を刺激する結果にもなり,これらの国々が一斉に先進諸国の後を追って動き始め

ている。これらの動きは一見地球全体の繁栄につながるかの如くみえるが果してそうであ

ろうか? 

現実には,人口の増加,それにともなう食糧事情のひっぱく,石油をはじめとするエネルギ

ー源および水資源の枯渇,環境汚染の進行など数多くの不安材料をかかえる結果にもなっ

ている。しかも,一方では戦争の危険をはらむ東西の確執が,他方では先進諸国と途上国の

格差など地球上人類の共存共栄の夢とは程遠い状態にある。 

このような情勢をふまえて,人類社会の各分野はそれぞれ 21 世紀への対応を真剣に考えね

ばならぬ時期に来ている。この社会各分野のなかでとくに我々と関係の深い医療社会をと

り上げてみると,同じ人類でありながら先進諸国と途上国とではまったく事情が異なる。た

とえば,死因となる病気の種類をみても,先進国が血管障害,癌などの内因性の病気が上位

を占めるのに対して,途上国では栄養障害,マラリアなど外因性の要因によるものが大部分

である。 

一方,我国の医療事情をふりかえってみると,第 2 次大戦後の混乱を完全に脱却し,現在で

は先進国の仲間入りをしている。事実,これを裏書きするように,最近我々日本人の平均寿

命の伸びは目覚ましく,遂に世界の最高水準に到達した。これに伴なって注目をあびるよう

になってきたのは,現代の医療から見はなされた病気で,その大部分を占めるのが先天異常

だといわれる。この時代の要請を受けてここに厚生省「先天異常のモニタリングに関する

研究班」が発足する運びとなった。 


